2015年8月1日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第15章1～10節
　「バガヴァッド・ギーター」第4章のヨーガ・ヤッギャーに関連して、このところパタンジャリ「ヨーガ・スートラ」についての説明を続けています。

前回はニヤマの教えの中のスワッデャーヤに関して、聖典の学習以外のもうひとつの意味である、オームを唱えその意味を深く考える、についてお話ししました。

「ヨーガ・スートラ」にはサマーディに到るための訓練法が書かれています。

サマーディへの近道はなく、そこに到達するために特別な幅跳びや高跳びの方法もありません。

段階を踏んでゆっくりと一歩づつ近づいていく以外に道はなく、そのための訓練法があります。
そのひとつがヤマ、もうひとつがニヤマであり、カルマ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、バクティ・ヨーガ、ラージャ・ヨーガ、4つのヨーガすべての実践のために、この「ヨーガ・スートラ」のヤマとニヤマの教えは大切です。
ヨーガ哲学という哲学の一学派の勉強実践のためだけでなく、すべてのヨーガの実践のために必要な教えです。
道徳的になる、心清らかになる、集中する、という目的のためにヤマ、ニヤマは重要であり、そう考えると求道者の為だけではなく、一般の学生にとっても有益な教えだと言えます。

インドでは人生を4つの時期(四住期)に分けるアシュラマ(Asrama)という考え方があります。
1 Brahmacharya(学生期) 

2 Garhastha(家住期) 
3 Vanaprasta(林住期) 

4 Sannyasa(遊行期)　
この最初の勉強の時期ブラマーチャリヤにある者にとって、ヤマ、ニヤマの実践はとても助けとなります。

学生だけでなく、サラリーマン、自営業者、そしてもちろん求道者にとって、ヤマ、ニヤマは大切な教えです。
ニヤマは

1 Saucha(シャウチャ)：清潔

2 Santosa(サントーシャ)：満足

3 Tapas(タパス)：苦行

4 Swadhyaya(スワッデャーヤ)：聖典の学習

5 Iswara-Pranidhana(イシュワラプラニダーナ)：神を瞑想する

の5つの教えから成り立っています。

このうちスワッデャーヤには二つの意味があり、前々回は聖典の学習、前回はオームの瞑想とジャパ、について説明しました。
前回のオームについての話はとても重要なので、皆さんも協会のホームページにアップロードされているテキストを再度チェックしてください。少しおさらいします。

オームにはプラナヴァ(pranava)という別の名称がありますが、プラナヴァは「良い舟」という意味です。プラは良いという意味を表す接頭辞です。
オームによって我々は世俗的な河の向こう岸に渡ることができます。
オームはサンスクリットに限らず、世界中のどの言語においても基本的な音節です。

我々が特に作為なく自然に発声する時、まず最初に喉から出る音はアであり、次にその音が口の中に上昇してきて徐々に口が閉じられていくとそれはウに変わり、最後に完全に唇が閉じられるとそれはムになります。

最初の音の発音から最後の音の停止まで(喉⇒口⇒唇)、人間の発声行為としてとても自然です。

またオームを構成する3音、ア・ウ・ムはそれぞれがシンボルであると考えられています。

何を象徴しているかについてはいろいろな説がありますが、たとえば、

ア　　：創造と創造の神 

ウ　　：維持と維持の神

ム　　：破壊と破壊の神

オーム：ブラフマン

ア　　：目覚めた状態

ウ　　：夢見の状態

ム　　：深い睡眠(夢を見ない)状態 

オーム：超越 

ア　　：粗大

ウ　　：精妙

ム　　：より精妙

オーム：最も精妙

ア　　：リグ・ヴェーダ 

ウ　　：サーマ・ヴェーダ
ム　　：ヤジュル・ヴェーダ
ア　　：世界
ウ　　：天国と世界の中間の場所 

ム　　：天国 

などの説を紹介しました。
またムンダカ・ウパニシャッドの、

オームが弓でありアートマンが矢でありその的はブラフマンである

という美しい表現も引用しました。

発音については、最初のオは短めに、最後のムを長めにというポイントを説明し、皆さんと一緒に声に出して唱えてみました。

心の中で唱える時にはオで息を吸いムで息を吐き出す、と説明しました。

こうしてジャパの実践が進んでいくと、最終的にそれはアジャパジャパのレベルになります。

自分ではジャパしているという意識がないのに、無意識のうちにジャパを行っているという理想的な状態になります。

睡眠中もジャパが続いていて、たとえば不純な夢を見ることを阻止し、神聖にしてくれます。

ヒンズー教はもちろん、仏教、キリスト教、イスラム教などすべての霊的な伝統の中にオームの実践があります。
オームを何回も繰り返し唱えることの必要性について、過去世から引き継いだ不純なサムスカーラを浄化して新しいサムスカーラを形成するため、と説明しました。

ヒンズー教や仏教が他の宗教と違うのは、人間の持つ不純な要素が現世だけで出来上がったのではなく、過去世からずっと蓄積されてきたサムスカーラに起因すると考える点です。

我々がどれほどの前世を経てきたかについて、釈迦が話したたとえがあります。
人が一生を終えて火葬されるとその肉体は灰になるが、ひとりの人間の過去世の火葬で出来た灰をすべて集めると、それは山の高さになる

ひとりの人間が過去世で飲んだ母乳をすべて集めると、それは海になる

というものです。

サムスカーラを消し去ることがどれほど大変かわかると思いますが、絶望することはありません。我々は霊的実践をするとともに、神の恩寵にすがればよいのです。

シュリ・ラーマクリシュナのとても美しい言葉があります。

確かに我々のサムスカーラは巨大な山だが、それは木綿で出来た山だ

マッチの火をちょっと着ければたちまち焼けて消え失せてしまう
あまり悲観的にならなくてもいいのですが、神の恩寵を受けられるためにも霊的実践をすることが必要なのです。

ジャパの実践で過去のサムスカーラがなくなるだけでなく、新しい神聖なサムスカーラが始まります。

そして天国(ブラフマローカ)に行くことができ、再生せず、解脱できる、というのがオームのジャパによってもたらされる結果です。

唱え方について付け加えますが、オームに限らずマントラには、

ヴァーチカ(Vachika)

マナーシカ(Manasika) 

の二通りの唱え方があります。

ヴァーチカは、声に出して/小さな声で/かすかな声で/声に出さずに唇だけを動かして/唇も閉じて舌だけで/、唱える方法です。

これに対してマナーシカは肉体は一切使わず、心の中だけで唱える方法です。

唇を閉じて舌だけを使って唱えるのもまだヴァーチカです。

喉や唇などの肉体ではオームを唱えていても、心がスケジュールなど別のことを考えていてはマントラ本来の意味がないという点からすると、心だけで唱えるマナーシカは最も進んだ方法ですが、それは急にはできません。

ですから最初の段階では声に出すヴァーチカでいいのですが、唱えながらマントラの意味を集中して考えてください。

声に出して唱えることにはそれなりの効用もあって、マントラを唱えるというアウトプットの行為と同時に、自分が唱えたマントラの音を耳で聴くというインプットの行為によって、落ち着かない心が徐々に静まっていきます。

心が本当に静まればマナーシカに進むことが可能になります。

自宅でヴァーチカの実践を重ねれば、外出中でも他人の耳を気にすることなく、マナーシカでマントラを唱えられるようになります。
さて今日はニヤマの最後の教えであるイシュワラプラニダーナについて話します。
第1章(サマーディパーダ)の23-30節、および第2章(サーダナパーダ)の32、45節にイシュワラについての警句(アフォリズム)があります。

「ヨーガ・スートラ」の中のイシュワラのアイデアはとても興味深いものです。

仏教ではあまり神のことは言いませんが、ヒンズー教はもちろんのこと、キリスト教でもGod、神道でも神について語られます。

ただし神についてのイメージは似ている部分はあるものの、それぞれ違いがあります。

インドに限ってもヴェーダーンタのイシュワラとヨーガのイシュワラは同じではありません。
インドには六派哲学がありますが、

1.サーンキヤ
2.ヨーガ
3.ニヤーヤ
4.ヴァイシェーシカ
5.ミーマーンサー(プールヴァ・ミーマーンサー)
6.ヴェーダーンタ(ウッタラー・ミーマーンサー)
この中でカピーラが創始した最古のサーンキヤ哲学に、イシュワラという概念はありません。

サーンキヤ哲学では、プルシャ(Purusha)とプラクリティ(Prakriti)の二つを考えます。

プルシャは多数あるのに対し、プラクリティはただひとつです。
プルシャの本性は、執着がなく、束縛がなく、無知がなく、欲望がなく、純粋である等々、ブラフマンと似ていますが、自分の本性を理解していません。

またプルシャは自分では何も行動せず、働くのはプラクリティのほうなのですが、そのプラクリティもプルシャの存在がないと何も動けません。両方が必要なのです。

意識を持つのはプルシャだけであり、プラクリティは自分の意識を持たずただ活動します。

ヴェーダーンタのマーヤとサーンキヤのプラクリティは似ているところがありますが、サーンキヤ哲学にはイシュワラのアイデアはありません。
サーンキヤ哲学にはイシュワラのアイデアはありませんが、プラクリティリーナ・プルシャ(Prakritilina-Purusha)というアイデアがあります。

プルシャの中で自分の本性を悟ったプルシャがプラクリティリーナ・プルシャであり、非常に強力な力を持ち、プラクリティをコントロールすることが可能です。

普通の人間はプラクリティをコントロールできませんが、プラクリティリーナ・プルシャはプラクリティをコントロールして、そのすべての力を自分の力として使うことができます。

それがどれほどの力かというと、宇宙の創造・維持・破壊すら可能なほどです。

ここでひとつ問題が生じます。

あるプラクリティリーナ・プルシャがこの宇宙の維持を考えている時、別のプラクリティリーナ・プルシャがその破壊を考えているとしたら、彼らの願いは衝突します。

この問題をどう解決するかといえば、あるひとつの周期(サイクル)においてはあるひとりのプラクリティリーナ・プルシャがこの宇宙の面倒を看るが、別の周期は他のプラクリティリーナ・プルシャが受け持つ、というのがサーンキヤ哲学の考え方です。

ではどのプラクリティリーナ・プルシャがどの周期を担当するかを、誰がどうやって決めるのかについては、それはわからないというのが答えです。

プラクリティリーナ・プルシャがプラクリティをコントロールできるのとは逆に、悟っていない大多数のプルシャはプラクリティにコントロールされています。
我々がマーヤに幻惑されているという、ヴェーダーンタのイメージに似ています。

悟っていない人はマーヤにコントロールされ、悟った人はマーヤをコントロールするのです。

サーンキヤ哲学にはイシュワラのアイデアはなかったとお話ししましたが、ヨーガ哲学はそれ以前のサーンキヤ哲学のプルシャ、プラクリティ、プラクリティリーナ・プルシャというアイデアを引き継ぎながら、そこには新しいイシュワラというアイデアの誕生が見られます。
ヴェーダーンタ哲学もサーンキヤ哲学のプルシャという言葉は使いませんが、ヨーガ哲学同様イシュワラという言葉は使います。

ではヨーガ哲学で生まれたイシュワラと、ヴェーダーンタ哲学のイシュワラのアイデアはどのように違うのでしょうか。

ヨーガ哲学ではプルシャ、プラクリティ、イシュワラがそれぞれ別のものと考えられているのに対し、非二元論のヴェーダーンタ哲学では、イシュワラは唯一の実在であるブラフマンがイシュワラの形で現れたと考えるのであり、そこに区別はありません。

この点がヨーガ哲学とヴェーダーンタ哲学の違いです。
サーンキヤ哲学もヨーガ哲学も二元論的であるのに対し、ヴェーダーンタ哲学にはブラフマン、マーヤ、イシュワラとあってもそれは皆ひとつです。

ヴェーダーンタ哲学では、
ブラフマン ⇒ アビャクタ(無形のマーヤ) ⇒　ヒラニヤガルバ(イシュワラ)
という順番で現れたと説明しますが、本性はただひとつブラフマンだけです。

氷・水・水蒸気はそれぞれ形は違うが皆同じＨ2Ｏである、という有名な譬えがあります。

ヴェーダーンタ哲学とヨーガ哲学を比較しましたが、では同じヨーガ哲学の中で、サーンキヤ哲学から継承したプラクリティリーナ・プルシャとイシュワラはどう違うのでしょうか？
プラクリティリーナ・プルシャは、もともとあった束縛から霊的実践の結果自由になったと考えられますが、イシュワラには最初から束縛はありません。

サーンキヤ哲学の創始者カピーラも最初は束縛されていたのですが、実践の結果プラクリティリーナ・プルシャになりました。しかしイシュワラは最初から自由です。

プラクリティリーナ・プルシャは大変高いレベルにありますが、将来再び束縛されてしまう恐れがまだ残っています。イシュワラには束縛される可能性は全くありません。

プラクリティリーナ・プルシャは最初から全知全能であったわけではなく、全知全能の獲得を目指して霊的実践をした結果、その能力を得ました。
いっぽうイシュワラは初めから全知全能でした。

またイシュワラはプラクリティリーナ・プルシャの師であり、プラクリティリーナ・プルシャはイシュワラの恩寵で悟ることができます。
プラクリティリーナ・プルシャの性質はどれほど偉大であっても、イシュワラの性質を超えることはできません。

イシュワラには最初から自分の願いがありません。なぜなら完全に満たされているから。

しかし他者を束縛から解放するという慈悲心から、イシュワラも活動します。

悟りを得る前のプラクリティリーナ・プルシャのほうには、個人的な願望がありました。

実践するにつれ、徐々に清らかになっていったのです。

プラクリティリーナ・プルシャも他者を助けたり、解脱を与えたりする力はありますが、その力は有限です。イシュワラのその力は無限です。

サーンキヤ哲学ではプラクリティリーナ・プルシャの力が及ぶのは自分の担当する一周期に限られますが、ヨーガ哲学のイシュワラの力はそのような制限を受けません。

以上がヨーガ哲学におけるイシュワラとプラクリティリーナ・プルシャの違いです。

さて次に、サーンキヤ哲学には存在せずヨーガ哲学になって登場してきたイシュワラが本当に存在することを、どのように証明できるでしょうか？
ヨーガ哲学者が頭の中で想像したというだけでその存在をきちんと証明出来なければ、学派間の論争に敗れてしまいます。

インド哲学ではあることが正しいかどうかを判断するために、プラマーナと呼ばれる６つの認識根拠が考えられています。

インド哲学における認識論(エピステモロジー:Epistemology)がどういうものかを知るためにも、このプラマーナについて理解することは意味があります。

プラマーナ(Pramana)

(1) プラテャクシャ(直接経験：Pratyaksha Pramana)

五感など感覚で直接体験することですが、これには2種類あります。
ニルヴィカルパカ(Nirvikalpaka Pratyaksha Pramana)　－　今体験していること

サヴィカルパ(Savikalpa Pratyaksha Pramana)　　　　 －　過去に体験したこと

(2) アヌマーナ(推論・推測：Anumana Pramana)

遠くの山頂に煙が見えた時、そこでは火が燃えていると考えます。

プラテャクシャと違い直接自分の眼で火を見たわけではありませんが、火のないところに煙は立たないという火と煙の関係を経験上知っているので、火の存在を推測できるのです。

(3) ウパマナ(比較・類比：Upamana Pramana)
新しい経験をした時に、過去の経験との間に類似性を見出します。

たとえば沖縄に旅行した時に、気候などがインドに似ていると感じることがそうです。
二つの経験の類似性を発見することで、新しい知識を得ることができます。
(4) シャブダ(言葉：Savda Pramana)
聖典の言葉と、普通の本に書かれている言葉は違います。

聖典の言葉はそれ自体が証明となり得ます。

シャブダには2種類あります。

・アプールシェヤ(Apauresheya) 
  人の手によって書かれたものではない太古から受け継がれてきた聖典であり、たと

えばヴェーダ聖典がそうです。

仏教の釈迦、キリスト教のイエス、イスラム教のムハンマドなどの特定の個人の言

葉ではありません。

ヴェーダ聖典は神の化身や聖者が作ったものではなく、ある周期が終わってもその

後また新しい周期が始まった時に、精妙な形で永遠に続くヴェーダの真理が聖者の
心の中に現れたものであり、その聖者が作ったものではありません。
・アプタ(Apta)

　シュリ・ラーマクリシュナ、イエス、釈迦などの悟った人が残した言葉です。
(5) アルタパッティ(仮説・仮定：Arthapatti Pramana)
ある人が昼は断食しているのに徐々に太っているなら、彼は夜食事をとっているに違いないと考えます。
これは先ほどのアヌマーナ(推測)とは少し違います。

前の例では山・煙・火には強い結びつきがありますが、この例では彼が夕食を取るところを直接見たわけではありません。しかし、

太っている　⇒　たくさん食べているはずだ　⇒　それなのに昼は食事していない　⇒　ならば夜食事をしていると考えないと説明がつかない

というプロセスで仮定が成り立つのです。

(6) アヌパラブディ(不在認識：Anuparabdhi Pramana)
眼で見たり耳で聞いたりしてあるものの存在を知覚するプラテャクシャも認識のひとつの形ですが、眼にも見えず音も聞こえずそこに存在を知覚しないということも、不在を認識するという認識の別の形です。
以前存在していた机が今なくなっていれば、それについて考えたり、探そうとする行動が生まれます。ないという認識はあるという認識と同じく、情報であり知識です。
さて、ここまで6つのプラマーナについて説明してきましたが、初めに戻ってイシュワラ(神)の存在を証明するには、この6つのうちどれを根拠として使えばいいでしょうか？
少なくともひとつのプラマーナによる証明がなければいけません。

たとえばアヌマーナ・プラマーナ(推測)やアルタパッティ・プラマーナ(仮説)を使えば、神が存在するというところまでは言えるかも知れませんが、それだけでは十分ではありません。

神の本性、その力まで説明できなければいけません。

答えはシャブダ・プラマーナであり、これ以外の証明はありません。

聖典の中にその存在が書かれているから神は存在するのであり、「ヨーガ・スートラ」にもそう説明されています。
「ヨーガ・スートラ」の有名な注釈者であるヴィヤーサもそう説明していますが、彼の書いた注釈書である「ヴィヤーサ・バーシャ」(Vyasa Bhashya)はとても難解です。

もう一人の有名な僧であるハリハラナンダジ(Swami Hariharananda Aranya)は、このヴィヤーサの注釈書についてのさらに注釈書を書きました。
とても興味深い本であり、私はそれを参考にして皆さんに説明しています。

「ヨーガ・スートラ」は短いフレーズの警句から成り立っていてとても難解なので、注釈書の助けを借りずに理解するのは容易ではないのです。

シャブダ・プラマーナと神の関係には大変興味深いものがあります。
先ほども説明したように、聖典の中でもヴェーダ聖典は人間が書いたものではなく、神の言葉です。

なぜ神が存在すると言えるのか？　　　　⇒　　聖典に書かれているから
ではなぜ聖典が正しいと言えるのか？　　⇒　　神が作ったから

これがロジックです。

「ヨーガ・スートラ」第1章(サマーディパーダ)23節は

Ishwara pranidhanad va　(イシュワラプラニダナ　ヴァ)

となっています。

サーンキヤ哲学にはなかったイシュワラという概念が初めて現れるのが、この23節です。

真理を集中して考えすべてを放棄することによって悟りが可能となるが、悟りに到るためのもうひとつの方法があり、それがイシュワラを礼拝することである
というのが「ヨーガ・スートラ」の考えです。

集中(アビャーサ: abhyasa)と放棄(ヴァイラギャ：vairagya)の代りに、神を礼拝し、瞑想し、神に集中することでも悟ることができる、というのはサーンキヤ哲学にはなかった考え方です。

「ヨーガ・スートラ」第1章23－30節は、すべてイシュワラについて書かれています。

そして第2章(サーダナパーダ)では、ニヤマの中の最後の教えとしてイシュワラプラニダーナが挙げられています。
今第1章29節を見るとそこには、神を礼拝することにより自己の魂の本性を理解できるだけでなく、悟りに到るための障害を取り除くことも可能であると書かれています。
これは大変に重要なポイントであり、霊的実践を重ねている人達でも、最終ゴールである悟りまでの間にどのような障害が待ち構えているかについて、はっきり理解していないことが多いのです。
「ヨーガ・スートラ」は悟りに到るまでの間に9つの障害がある、と説明しています。

神を集中して瞑想し礼拝することで、このすべての障害を取り除けると言っています。

ひとつひとつ詳しく説明はしませんが、その9つの障害とは何かを列挙します。

病気

無気力

疑念

幻惑
怠惰

耽溺　

誤った考え

不達成

不安定

耽溺は、やめたほうがよいと頭では理解していても、自制心が弱くそれができないことです。
不達成とは、努力して霊的実践をしても、それに見合った霊的状態に到達しないことです。

不安定とは、いったんはある程度の霊的状態に到達しても、そのレベルを維持できずに退歩、後退してしまうことです。

猿が竹を登ろうとしてある程度の高さまでは登っても、竹の表面の油で手足が滑りまた降りてきてしまう、というイメージと似ています。
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